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平成 23 年度 

四国防災トップセミナー 
大規模災害の被災地から減災を考える 

～「津波」・「山津波」からの地域防災力向上に向けて～ 

 

日時：平成２4 年 1 月３1 日(火) 

14：30～17：15 

会場：高松サンポート合同庁舎１３階 

四国地方整備局 災害対策室 
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四国地方整備局長 

企画部防災対策官 

松本 秀應 国土交通省 

四国地方整備局長 

川崎 正彦 

司会：平成 23 年度四

国 防 災 ト ッ プ セ ミ

ナーを始めたいと思

います。 

定例のお願いでご

ざいます。よくこうい

う場面で、携帯電話の

電源かマナーモード

に切り替えをお願い

しておりますが、今日

お集まりの皆さんが

連絡が取れないなんていう状態になっていいわ

けがございませんので、電源はお切りにならずに、

マナーモードにだけは確実にスイッチの切り替

えをお願いいたします。よろしいでしょうか。 

それから、先ほどの会議の中で「いろいろな各

県の映像がありましたが、徳島がないようです」

というご指摘がございました。吉野川が入ってお

りますので、ご確認いただければと思います。 

と言っておりますうちに既に 2 分が過ぎてし

まいました。では本題に入らせていただきます。 

本日、トップセミナーの進行を務めさせていた

だきます四国地方整備局防災対策官の松本と申

します。よろしくお願いいたします。 

お手元の資料をご覧下さい。うちの事務局が 2

度 3 度チェックいたしましたので、間違いはない

と思いますが、プログラムやお二人の講演の先生

方からいただいた資料等を一緒に配布させてい

ただいております。 

本日の進め方ですが、トップセミナーのタイト

ルでプログラムを書かせていただいております。

最初に局長からの挨拶、防災に関する情報提供、

その後、佐々木市長、石川先生からご講演いただ

き、その後 1 時間半の間、皆さんとの質疑、意見

交換という形で進めたいと思っております。 

では開会に当たりまして、局長から挨拶申し上

げます。 

 

 

■ 挨拶               

局長：ご紹介にあず

かりました四国整備

局長の川崎でござい

ます。本日は四国の

津々浦々から首長さ

んが大勢お集まりい

ただきまして誠にあ

りがとうございます。

昨年から、皆様方に

3・11 以降、東日本

震災を契機に、いろ

んなところで地震災害について考え、どう対策す

るかということを一生懸命考えていただいたと

思っております。特に四国は南海・東南海地震が

60 から 70％の確率でこれから起こります。そ

れに対してどう対応するか。実は東北での津波の

映像が出ていました。この映像を見たことで我々

はどうなるのかということを細かく考えはじめ、

地元の方々が首長さんに、ここは 3 階建てだけれ

どこの避難ビルは大丈夫か、という質問をいたし

ました。それだけ厳しく自分のこととしていろい

ろ考えるようになってきたと思います。 

今日はその中でも、特に津波の被害を受けた東

北の名取市長、そして土砂災害等、いろんなとこ

ろでご活躍されている石川先生にお越しいただ

きました。我々がこれから東南海・南海地震に対

処するため、既に経験をされた名取市長から今ま

での経緯経験も含めて我々に教えていただき、も

う少しこれを気をつけてくれと言った風なご助

言をいただけることを大変期待しております。ま

た四国地方整備局の人間は東北にも応援に行き

ました。次に東南海・南海地震が起こったら、逆

に東北から我々のところに応援に来ていただく、

等の広域的な取り組みもございます。四国の人間

は自分たちだけではなくて、ほかの地域とも連携

しながら災害に当たっていくということが今か

らの流れになろうかと思います。 

今日は市長さん、先生のお話をよく聞き、我々
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四国地方整備局 

企画部防災課長 

上林 正幸 

のものとして咀嚼し、反省し、そして対応すると

いうことをお願いいたしましてご挨拶とさせて

いただきたいと思います。私も非常に興味を持ち、

聞かせていただきたいと存じます。どうぞよろし

くお願いします。 

司会：では、本題に入りたいと思います。出席

者等についてはお配りしたプログラムの 2 ペー

ジ目以降をご覧いただきたいと思います。ここで

はご紹介を省略させていただきたいと思います。 

なお、四国は 95 市町村ございますが、本日はそ

のうちの 85 の市町からご参加いただきました。

四国東南海・南海地震対策連絡調整会議、また戦

略会議のメンバーの方々にもこの場にお集まり

いただいております。お二人の講師のお話、また

意見交換の中で積極的に熱くやりとりしていた

だければと思います。 

では 1 つ目のプログラムに入ります。まず防災

に関する情報提供ということで、事務局のほうか

ら少しお時間をいただき、ご紹介させていただき

ます。 

 

■ 防災に関する情報提供       

上林課長：それでは、

事務局より防災に関

しまして 2 点ほど情

報提供させていただ

きます。私、四国地方

整備局企画部防災課

の上林でございます。

よろしくお願いいた

します。お手持ちの資

料と前のスクリーン

でご説明させていた

だきたいと思っております。 

 

まず経緯でございますが、これは記者発表資料

でございまして、3 ページ、これまでの基本戦略

の経緯でございますが、基本戦略の策定に当たり

ましては、四国内の行政、国の機関、県の方々、

学識経験者、地元経済界、あるいはライフライン

事業者など 47 機関で議論するとともに、本日お

集まりの各市町村長さんからのご意見もいただ

いて、今回の基本戦略の策定ということになって

おります。 

次の 4 ページにございます基本方針につきま

しては、四国地域の実情に即した予防対策、ある

いは応急復旧対策について、重点的、戦略的に取

り組むべき事項を基本としているというところ

でございます。 

 

特に四国地域の実情に即して人命を最優先に

考えると、減災の考え方を重視して、ハード、ソ

フト、総合的に取り組むということをしておりま

す。 また、実効性の高い取り組みとするために、

個別項目が全部で 203 項目ございますが、203

項目について各機関の適切な役割分担も決めて

おります。 
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資料の 5 ページでございます。 

 

基本戦略の構成につきましては、東日本大震災

から学ぶものとして、よかったこと、あるいは反

省すべきこと、課題というものをいろいろ抽出し

まして、それに基づき基本戦略の取り組みに反映

したということでございます。詳細目次につきま

しては 1 から 4 までということで、被害想定等

の見直し、あるいは被害の最小化、迅速な応急対

策、早期復旧の実施体制の構築、地域全体の復興

を円滑に進めるため項目立てをしております。 

これらを推進していくためにどのようにして

いくかということで、資料の 6 ページでございま

す。 

 

基本戦略の推進に向けましては、時系列的に

10 のプロジェクト、ＡからＪまでございますが、

これらに分類しまして、リーダーを含む担当機

関を設定しております。この担当機関で推進し

ていくということにしております。 

実効性を持たすために、今後、中央防災会議

で津波の想定関係、また見直し等があります。

それにつきましては当然この基本戦略を見直す

とともに、取り組み状況につきましてもこの戦

略会議でフォローアップしていくということに

しております。 

本戦略を実施するに当たりまして、災害に強

いまちづくり計画策定でございますが、ここに

お集まりの各市町村の方々で策定していただく

ことになろうかと思うのですが、ハード、ソフ

トともに各自治体の取り組みが必要不可欠でご

ざいます。ぜひとも来る巨大地震に対して整備

局を含む関係機関 47 機関とともに一緒になっ

て対策等の推進をよろしくお願いしたいと思っ

ております。 

なお、詳細につきましては資料の 1 ページの

記者発表の下に参考といたしまてＵＲＬを記載

しております。これは私どものホームページの

トップページに四国防災基本戦略というものが

ありますが、そこに飛んでいただきますと、こ

れまでの資料も含め、詳細がわかるようになっ

ております。そちらを見ていただければと思っ

ております。 

次に、津波防災地域づくりに関する法律でご

ざいます。資料の 7 ペーをご覧下さい。 
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これにつきましては、昨年 12 月 7 日に成立い

たしまして、12 月 27 日に施行されたところで

ございます。この法律の概要につきましては、ま

ず国土交通大臣が基本指針を作ると。都道府県に

おいては津波浸水想定区域等を設定して、市町村

で基本指針に基づいた推進計画を作成すること

ができるというふうになっております。7 ページ

が法律でございまして、10 ページが基本指針と

なっております。基本指針は国土交通大臣が定め

ております。基礎調査とか津波想定の設定とか、

あるいは推進計画の策定、警戒区域とか特別警戒

区域の指定等についての指針を示しております。 

この詳細につきましては、8 ページ、9 ページ

にＵＲＬを入れております。ここを見ていただき

ますと詳細の全文が見られますので、それも見つ

つ、これは災害に強いまちづくり計画等々を作成

するときにも指針になろうかと思いますので、参

考にしていただければと思っております。私から

は以上でございます。 

 

司会：では、事務局からのご紹介も終わりまし

たので、本題に入らせていただきます。 

まずは宮城県名取市長の佐々木一十郎（ささきい

そお）様に講演をお願いしております。 

佐々木様は平成16年7月より名取市長を務め

られ、3 月 11 日、昨年の東日本大震災では皆様

いろんなテレビ、雑誌、マスコミ等でもごらんに

なられたと思います。未曾有の津波による災害被

害を受けられた、その名取市で市長ということで、

陣頭指揮に当たられました、今もまさに復旧復興

へ向けて日々忙しい毎日を過ごされている中、今

日は四国の皆さんのためにぜひということでお

越しいただくことができました。 

本日は、「東日本大震災における名取市の初動

体制、復旧の取り組み」という内容で講演をお願

いしております。佐々木市長、よろしくお願いい

たします。 
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宮城県 名取市長 

佐々木 一十郎 

■ 基調講演（佐々木一十郎）      

 

佐々木市長：皆さ

ん、こんにちは。ご

紹介をいただきまし

た宮城県名取市長の

佐々木でございます。

今日はお招きをいた

だきましてありがと

うございました。今

回の震災で、四国地

方整備局の皆さんに

も大変お世話になっ

たものですから、お声がけをいただくと何を置い

ても来なくてはということで、今朝 6 時 35 分に

家を出まして、ちょうど 7 時間かかってたどり着

きました。なかなかまとまったお話をさせていた

だけないような、まだまだとりまとめができてお

りませんけれども、あのとき何があったのかとい

うことをお聞き取りいただければありがたいと

思っております。 

 

 

名取市の状況が、お手元の資料にもございます

が、震災前は、人口が 7 万 3000 人のまちでし

た。面積が 97.76ｋ㎡ということで、比較的コ

ンパクトなまちでした。沿岸部から西部の丘陵地

帯まで、結構いろいろなステージのあるまちでご

ざいまして、ここのところに名取川がございます。

北側に仙台市と名取川を挟んで名取市です。画面

の左手に滑走路が見えます。仙台空港の所在都市

でもあります。手前のほうは太平洋、奥のほうが

山形に向かった丘陵地帯が広がっております。こ

の名取市沿岸部が壊滅的な被害を受けておりま

す。 

右下に小さな漁村があります。これは閖上とい

うまちでございますが、ここのまちがなくなって

しまいました。門がまえの中に水、上と書きます

が、これで「ゆりあげ」と読みます。国語の辞書

を開いても載っておりません。ここだけです。い

わゆる国字という名前で、この字を銀座の寿司屋

で読めたら食通で通ります。というのは日本一の

赤貝の産地でもあります。このまちがどうなった

かというと、こんな具合であります。 
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これだけの住宅があったまちが津波を受けて

このようになりました。これだけの人口があった

2500 世帯ぐらいが住んでいるまちがこんなに

なってしまい、白く残っているところは市営住宅

で、ＲＣの建物です。これの形は残っていますが、

とても住めないような状態です。ここに 1 人ずつ、

1 軒ずつの皆の家庭があり、そのまちが一瞬にし

てこのように流されてしまいました。 

 

地図の真ん中の水色のところが今回の津波が

到達したエリアです。ここに仙台空港があります

が、この仙台空港は海岸から一番奥まで行って約

5ｋｍ。東北の沿岸部でもいわゆるリアス式海岸

のところは海からすぐ山になっており、10ｍの

津波が押し寄せて、山を 30ｍ、40ｍのところま

で登るということがかつてございました。仙台平

野、我々の名取市はどこまでも平坦地が続いてい

る水田地帯ですので、10ｍの津波がどこまでも

奥まで入りこみました。海岸から 5ｋｍのところ

まで浸水してしまったということでございます。

名取市で言えば、面積の 28％ぐらい水をかぶっ

ているという状況でございました。 

震災直後には市内に指定避難所を含めて 52 カ

所、指定された避難所かどうかということに関係

なく、とにかく人が集まれるところにみんな避難

し、一時は 1 万 1000 人以上の方が避難所生活

を余儀なくされました。 

これはたまたま関東のほうに仕事で単身赴任

している方が、この日にちょうど閖上に帰ってき

ていたのですが、帰りのバスの中で地震に遭遇し、

地震直後から津波が来るまで、外で写真をお撮り

になっていたようです。これは名取川の河口です。

ここに立っていたお 2 人がどうなったかという

と、おそらく、津波に流されてしまったと思われ

ます。これは津波の第一波が来ているところです。 

名取川をさかのぼっている津波です。 

 

 

その後、閖上が壊滅的な状況になりました。こ

こは避難所になっていた閖上の小学校のグラン

ドです。車が山のようになっています。人々は小

学校の屋上に避難して時を過ごしておりました。

校庭は水浸しという状況です。夜になると 1 回火

が出たところは消せないで、いつまでも、2 日、

3 日、燃え続けておりました。3 月のまだ寒い時

期でしたので、灯油も当然ありましたし、ガスボ

ンベも爆発し、火がついて、そのまま燃え続ける

というような状況でした。 

避難所で、寒い明かりのない中、一晩過ごしま

した。火が燃え続けて、やっとそれでも日の出が

見られました。地元の自衛隊の方々が朝早くから

現場に入り、捜索活動となりました。 
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我々市役所の中では災害対策本部を開きまし

た。これはろうそくの火で明かりをとっています

が、すぐ左側ではテレビがついているという不思

議な状態になりました。ろうそくを使用している

のは、非常用の電源が入っていない部屋で災害対

策本部を立ち上げてしまった為で、テレビが見る

ことが出来ているのは非常用の電源に繋げた為

です。こんなに暗い中で本部会議を開いていたと

いう状況でした。 

 

これは当日の避難所、小学校の体育館。本当に

着のみ着のままで避難してきた方々ばかりでし

た。 

 

名取の被害ですが、7 万 3000 人のまちの中

で、ご遺体が 911 人、いまだに 56 人の方が行

方不明のままということです。津波で流出した家

屋が、全壊した家屋を含めて 2800 戸ほど、大

規模半壊が 221。約 3000 軒ほどの家が津波の

被害に遭いました。地震による被害も含めますと

1 万 3000 軒ほどの家が被害を受けたというこ

とになります。 

 

 

これが被災後、2 日ほどたった状態ですが、閖

上の漁港にあった船は 1 隻残らず陸に打ち上げ

られてしまいました。津波の傷跡というのは本当

に見るも無残です。ここはまだ比較的被害を受け

ていないところです。ですから、沿岸部の瓦礫が

みんなこの辺に集積したということになります。 
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ここには老人ホームがあったのですが、これも

津波の水が引かずに、震災後、2、3 日たってやっ

と自衛隊が救出に向かうことができた、というよ

うな状態でした。 

 

これは閖上のまち、ここにみんな家が建ってい

たところが、このように土台しか残っていない。

ここは小高い、大正 10 年に作られた日和山とい

う唯一の高台。ここは 8.4ｍぐらいの高台なので

すが、この高台の上に家が乗っかってしまい、こ

んな状態でした。このことから推測すると津波は

ここよりも 2ｍ、3ｍ高いところを過ぎていった

という状態です。これが日和山の上から見た閖上

のまち、本当に土台しか残っておりません。 

 

地元のお寺も形は残っていますが、大変な状況

です。お墓は竿石が全部流されてしまって、この

ような状態です。これは津波の直撃からちょっと

離れた我が家で、瓦礫で家が半分潰れているとい

う状態でした。造り酒屋の煙突もこんな状態であ

りました。 

発災直後から自衛隊の方々が被災現場に入っ

ていただいておりました。この自衛隊の現地の指

揮所は市長室のすぐ隣、秘書係に机を並べて設置

され、多分被災した自治体の中で一番市長に近い

ところに自衛隊の指揮所があったのではないか

と思われます。 

 

我々のところには名古屋の第 35 普通科連隊の

隊員たちが発災直後、当日の夜に名古屋を立って、

翌日には現地に入っていただいたということに

なります。老人ホームからご遺体を収容している

ところです。炊き出しも早急に始めていただいて

おりました。 
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また全国から消防の緊急援助隊の方々にも多

く集まっていただきました。広島とか岡山、ある

いは北陸のほうから消防の緊急援助隊の方々に

このようにご遺体捜索に当たっていただいてお

ります。 

ただ、こういった中、次々とご遺体が回収され

て、場所がなかったものですから、閉じていた

ボーリング場を無理やりお借りしまして、ここに

ご遺体を収容して、ご遺族の方々に探していただ

きました。本当に皆さん、涙を流しながらご遺体

を探している。そして、見つかると悲しいとかで

はなくて、よく出てきてくれた、よかった。ご遺

体も見つからない方がとても多く、ご自分の家族

をどこまでもどこまでも探しまわっていらっ

しゃいました。 

 

市役所のロビーです。これは何を貼りつけてい

るのかというと、皆さんの安否情報です。とにか

く何も連絡手段が無いものですから、唯一残った

のがこのメモで連絡を取るという方法。ここで誰

それさん、元気ですか、私はここにいます、連絡

ください。このチラシやビラによるデータという

のが非常に有効に働きました。 

 

中には「最愛の妻と生まれたばかりの一人息子

を津波で失いました。いつまでも 2 人にとって誇

れる夫、父親であり続けられるよう精一杯生きま

す。被災された皆さん、苦しいけれど負けない

で。」これを書いたのは、うちの職員です。本当

に美人の奥さまもうちの職員だったのですが、生

まれたばかりの一人息子を育児休暇で実家の閖

上に帰っている中、津波にのまれました。なかな

か出てこれなかったのですが、この職員も、この

悲しみの中で現場を離れることなく、仕事を続け

ました。 

これはＮＴＴのほうで開設していただいた衛

星回線を使った無料の災害の公衆電話です。列を

なしておりました。避難所暮らしは大変でした。

でもどこかに、何とかみんな生き残って頑張って

いこうという気持ちがありました。 

これは名取市の体育館の中で災害のボラン

ティアの方々の打ち合わせ会場。まさにこの様な

感じで、ボランティアの方々に集まっていただき、

「今日、誰はどこに行って何をするか」という仕

事の割り振りを決めておりました。 
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反対側の体育館には全国からお寄せいただい

た物資をストックしていました。ここから物資を

配布していたということです。 

 

 

地元の話題がなかなか伝えられない中、災害か

ら 1 カ月たった 4 月 10 日に臨時の災害ＦＭ局

を立ち上げ、地域情報をお伝えするようにいたし

ました。これも全国から携帯のラジオを頂戴した

のを被災者、避難所等に配って聞いていただくと

いう目的で、ようやく自前の情報手段を持つこと

ができました。 

 

これは災害の現場で瓦礫の撤去作業を始めた

ところです。地元の建設業者で、元々災害時の応

援協定を結ばせていただいておりまして、我々が

連絡するまでもなく、地元の業者の方々は重機を

揃えて現場に集まっていただいていたという状

況でした。それでも足りない分は、近隣の市町村

の知り合いの土建業者に私が電話をかけて、ユン

ボを、普段ですとシャベルがついているのを、ア

イアンフォーク、爪の部品に取り替えて持ってき

て下さいとお願いをし、重機集めをいたしました。 

水田地帯です。このように海岸の防潮林の松、

閖上の港にあった船は瓦礫の山になっています。

水田は水が引かない状態がずっと続きました。こ

れは水が引かないだけではなくて、地盤沈下が起

こっておりました。東北地方の日本海側は動いて

いないので、日本海側を起点にして、太平洋に向

かって段々に沈んでいってしまったということ

でして、我々の名取市あたりでは 30ｃｍから 40

ｃｍ、もう少し東のほうに行く石巻のほうで 80

ｃｍぐらい。宮城県のずっと東の北のほうの端っ

この気仙沼のほうに行くと 1ｍ20ｃｍぐらい地

盤沈下が起きていました。大潮でなくても満潮に

なるとまちが水没するというような状態になっ

ています。 

 

排水機場が全滅しておりましたので、可搬のポ

ンプを設置しました。これで水かきをしていると

ころ。これは排水機場のディーゼルエンジンを職

人さんたちが集まって直しております。こんなふ

うにとりあえず臨時のポンプを動かしておりま

すが、動かす先もこういった瓦礫の山という状態

でした。 
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四国の地方整備局からも応援をいただきまし

たけれども、国土交通省さんからもポンプ車を出

していただき、排水作業をお願いしました。 

 

これはかなりのすぐれもので、自走式のポンプ

です。自分で水の中に入っていって水をかき出す

とポンプが活躍しておりました。 

一方では、被災者が生活再建のためのスタート

になる罹災証明の申請の手続きを始めた途端に

大変な数の人が集まりました。この罹災証明を

持って、保険の申請をする等、いろんなサポート

を受けられるということになります。 

1 カ月過ぎ、2 カ月過ぎ、仮設住宅ができ上が

り、やっと避難所から仮設住宅での暮らしという

ことになりました。 

 

名取市内、7 カ所に仮設住宅の団地を作りまし

て、雇用促進住宅についても公団のほうで準備を

していただきました。合わせて 1104 戸ほどの

仮設住宅を作りましたが、ここに入っているのが

857 世帯、このほかに民間の賃貸住宅、これも

仮設住宅扱いにするということになりましたの

で、ここに 1199 世帯。仮設住宅よりも賃貸の

ほうが数が多く利用されております。ここに960

戸入って 857 世帯というのは、何せ仮設住宅は

小さいものですから、大家族は 2 部屋使ったりし

たということで、世帯数からするとこのような状

態です。合わせて 2000 世帯ほどの方々が今も

尚、仮設住宅暮らしをしております。 

 

名取市では午後 2 時 46 分、Ｍ9.0 という地震

が起きました。津波が来たのが 15 時 51 分、約

1 時間ほどの時間がありました。今回の震災、

我々にとってはこの 1 時間 5 分の中で逃げられ

たかどうかというのが勝負でありました。 

今回の震災は、重症患者、けが人というのはほ

とんどおりません。助かる、生き残れるかという

ことでありました。 

この避難指示ですが、いろいろあります。 

 

 

 

 

 

 

 



 14

よく災害のときに役に立つ防災行政無線、これ

は名取では電源がショートして使えませんでし

た。このテレビの画像は見られましたが、気仙沼

とか岩手のほうでは、我々よりも東側にあるとこ

ろに津波が来ているのを見てから逃げても間に

合いました。名取では停電でテレビが見られませ

んでした。カーテレビを見た方は、いち早く、と

にかく近くにいる人たちに呼び掛けてみんなで

逃げました。残念ながらほとんどの方はテレビを

見られなかった。ラジオを聞いて逃げたという方

も多くいます。これはカーラジオを聞いて逃げま

した。それから、消防本部では消防車両にみんな

スピーカーがついているので、現場で避難の指示

を呼びかけました。 

一番有効だったのは、町内会などの単位で作っ

ている自主防災組織、ここで避難訓練などをやっ

ておりましたので、この組織で地域に呼び掛けた

という方々もいます。ただ、我々がどんなに消防

で呼びかけても、閖上は津波なんて来ないから逃

げなくてもいいやといって逃げない方が本当に

多くいました。残念です。この方々がこの 1 時間

の中で逃げて下さっていたら、こんな数の犠牲者

を出すことはありませんでした。 

 

このデジタル防災行政無線は鳴りませんでし

た。機械本体の中に入っていた金属が地震で揺ら

れて、たまたま電源部に落ちてショートしてしま

い動かなかったということでありました。 

 

これが市役所庁舎の屋上階にある倉庫、この細

長いのが問題の防災行政無線の発信装置です。こ

れが市役所屋上にあるアンテナとスピーカーで

すが、結果的に我々が考えるに、非常事態で生き

残るのはハイテクではなくてローテクだと思っ

ています。これから我々はどうしようかというと、

モーターサイレンにしようと思います。防災行政

無線のことについてはＮＨＫでも特集を組んで

やっておりますが、音声を家の中で聞き取るとい

うのはなかなか難しいことです。今の高密度化し

た密閉した住宅では家の中にいたらほとんど聞

こえません。モーターサイレンは聞こえます。そ

れと、災害ＦＭを我々は立ち上げましたが、あれ

に備えたコミュニティＦＭ局を持っていれば、サ

イレンの音が聞こえたらとにかくラジオをつけ

て、これで聞き取ることができるかもしれません。

最近はＦＭラジオに変わってV-Lowというデジ

タルのラジオ、これがこれから生き残るのではな

いかということで開発を始めているところです。

これですと、仮にスイッチを切っておいても、

プッシュ型でスイッチを入れて、大音量で音声を

流すことができる。こんなラジオが実用化されつ

つあります。 
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今回の情報、電話は光回線はほとんど駄目でし

た。アナログについて、電柱が倒れないで生き

残っていたところはかろうじてときどきはつな

がります。携帯電話は、これも地震発災当初、ま

だ電源が生き残っていたころにはかろうじてつ

ながったり切れたりという状態でした。メールは

その点、いくらか使い物になりました。ただこれ

も携帯の電話会社ごとに中継局のバッテリーが

どれぐらいもつかということ等いろいろありま

して、もちのいいところは 1 週間ぐらいもちまし

た。もちの悪いところは 2、3 日で電源がダウン

し、そうすると使えなくなりました。 

インターネットはほとんど使えませんでした。

復旧したのが 3 月 11 日の後から、16 日ぐらい

になってやっと本格的にインターネットが回復

いたしました。 

衛星携帯電話はワンセット名取市役所で持っ

ていたのですが、これは何の問題もなく動きまし

た。これで国、政府とやりとりができました。 

それと、県庁と市役所を結ぶ行政無線、これも

問題なく動きました。 

意外と便利だったのがアマチュア無線。最後に

生きるのはアマチュア無線だということで、市役

所の屋上にアマチュア無線のリピーター局とい

う中継局を上げていました。以前から準備として

市役所の職員の中で免許を持っている者でクラ

ブを作って、最後はこれが使えるということに

なっておりました。それが災害現場と市役所の災

対本部を結ぶ有効な連絡手段になりました。 

 

今回の災害で職員に指示をしたのは、マニュア

ルに頼らず行動することでした。じゃあどうすれ

ばいいのでしょうか。本来、どうあるべきか考え

てご自分のポリシーで動いて下さいと申しまし

た。たいていのことはマニュアルに書いてあると

思いますが、今回の災害のような想定はしており

ません。ですから、すべての対策というのはその

マニュアルを見ても書いてありません。現場で判

断して一番いい方法を選んでいくようにと指示

をしておりました。 

 

我々が今回の震災を通してずっと問題に感じ

ていたのは、情報の管理がなかなかできないこと

でした。情報がまず集まりません。集まった情報

をまとめられないし、その情報を生かしきれない。

震災から 10 カ月以上過ぎて、被災者の情報を一

元管理したくてもなかなかそれができませんで

した。1 つには、個人情報保護の問題もあります。

それから、そういった情報をまとめて管理すると

いうソフトウェアがなかなかありません。それと、

仮にそういったシステムができたにしても、これ

は国の問題ではあると思いますが、今の戸籍情報
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というのは漢字がベンダーごとによってみんな

違うんですね。ですから全国で共通にやり取りし

ようと思って、あるいはほかの自治体に送ると、

そこのメーカー、ベンダーが違うと違う漢字が出

てきてしまうという根本的な問題がいまだに解

決されておりません。 

今回の災害で我々が感じた避難指示の伝達の

方法、これは防災行政無線の問題でもあり、根本

的な問題でした。それと消防関係者、消防の職員

が 3 名、実は消防車両に乗ったまま流されました。

さらに消防団員は地元で活動している中で 16 名、

大変な犠牲者の数となりました。それと、閖上の

民生委員が 3 名亡くなっております。消防につい

ては、無線でとにかく津波が目の前に来ているか

ら現場を離れて逃げろと指示を出すのですが、市

民がまだ地元に残っている中で消防だけ逃げ出

すわけにはいかないということで、みんな現場に

残って犠牲になってしまいました。大きな痛手で

あります。 

それと、情報の収集と発信ということ、これも

大きな課題であります。災対本部に集まる情報を

被災者に届けたいのですが、その届ける手段がな

い。そして、そういったものを届ける人材がいな

かった。これは我々行政としての落ち度でありま

すけれども、そういった情報を管理する部署が独

立していないと、目の前のいろいろな雑多なこと

にとらわれて、情報を被災者に伝えるという肝心

の仕事ができないで終わってしまいました。 

もう 1 つ大きなことが、燃料がありませんでし

た。あれだけの災害を受けたにもかかわらず、現

場で動くガソリン、軽油、灯油もございません。

これはずっと続きました。西日本で燃料がなかっ

たかというと、西日本にはあるという状況でした。

何故、その燃料が被災地に届かなかったのでしょ

うか。この燃料集めでは大変な苦労をいたしまし

た。それとボランティアの受け入れ態勢、ボラン

ティアのコーディネート、地盤沈下、課題を上げ

たらきりなくあります。 

そういった中で、今復興計画、復興に向けて

我々は 7 年間でこのまちを取り戻そうと考えて

おります。 

 

先ほどもちょっと雑談の中でお話がありまし

たが、ここの沿岸部、海岸沿いに国土交通省の直

轄事業で7.2ｍの海岸堤防を作っていただくこと

になり、29 日に着工式を行いました。ここは名

取川ですが、名取川についてもこの 7.2ｍと同じ

高さで河川堤防を作っていこうということで内

陸部を守ろうという計画です。我々の感じ、考え

としては、7.2ｍだけでは今回の津波は超えてく

るでしょう。 

 

その内側に 2 次防御ラインを作ろうというこ

とで多重防御の体制を考えています。 
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今回被災を受けた閖上のまち、あるいは仙台空

港のある周辺、それをどうやって再建するかとい

うことが課題になっております。仙台平野、仙台

湾岸沿いのほとんどのまちが陸側に集団移転を

とお考えになっているようですが、我々は閖上の

港町、現地で再建したいという考えでおります。 

これまで閖上のまちというのはどちらかとい

うと三角形のまちでしたが、この三角形のまちを

海に向かって直角に細長いまちを作ろうと思い

ます。そして、その両側に波を逃がす場所を作ろ

うと思います。言ってみれば大型の船舶をこの海

岸にドーンと置いて、それで波を両側に逃がそう

という計画です。船型線形の一番の船首部分、こ

こに合同建築を作ろうと思い、避難経路の確保を

新たに図ろうと考えています。 

 

この船首部分、これは高さ 20ｍのスカイビ

レッジという名前で呼んでおりますが、この合同

建築を作ろうと思います。中は 3 層構造になって

いて、上は住宅にしてもグランドにしても集合住

宅を建てても、何にでも使えます。 

 

これを海岸、港に半分突き出した形で作ろうと

思います。中に漁船を収納するスペースを作り、

台風が来たり津波が来たときには、入り口の

シャッターを閉めると中には津波が来ない。こん

な合同建築を作ろうと考えております。 

 

中は 3 層構造ですので、いろいろなものを入れ

ることができます。こんな風なまちができたら、

ここの船型線形のこの辺の船首部分から船の船

べりにはもう少し特殊な土木工事が必要になろ

うかと思いますが、イメージとしてはこんな風な

細長いまちで、これまで暮らしていた人、みんな

がここに住めるような、そんなまちを考えようと

思います。これまで住んでいた人たち、海側の人

たち、ここの海岸部に住んでいた人たちも内陸部

のちょっと入ったところに皆さんが住めるよう

な、そんなまちを考えております。 

この地盤を 3ｍぐらいかさ上げして、津波が来

ても守れるような 1 次防御ライン、2 次防御ライ

ン、そして船型の線形、地盤のかさ上げで、安全・

安心なまちを作っていこうということで取り組

んでおります。 
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東京農工大学大学院教授 

石川 芳治 

今回の震災では、全国から多くの方々にいろい

ろなご支援をいただきました。改めて感謝を申し

上げます。これから新しいまちづくりに向けて取

り組んでまいりますので、今後ともどんなまちを

作っていくのか見届けていただけたらと思いま

す。ありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。ローテクとい

うお話では、私も東北の方のお話を聞いていて、

避難所で 1 週間ぐらいしたら何が欲しいように

なると思いますか。と質問されました。温かい食

べ物かな、着替えかな。実は違うのですよ。コピー

用紙が欲しいようになるとおっしゃっていまし

た。ちょうど市役所の先ほどの写真で、自分の居

場所、生き残っていること、連絡が欲しいんだと

いうことを外に対して情報を伝えるのは、結局、

紙に書いて壁に貼るということを使いました。避

難所ではすごく貴重な情報の伝達手段として、ま

た、東北でも使われていました。まさに紙という

のは最後の最後、誰でも使える、どこでも使える、

保存性のある便利なツールなのだろうと思いま

す。 

では続きまして、東京農工大学大学院教授の石

川先生からお話をいただこうと思います。今回の

トップセミナーは海の津波と山津波ということ

で設定させていただきました。南海地震のような

巨大地震が起きれば、当然海岸沿いは津波による

大きな被害を受けますが、揺れの強さで、特に震

源域が近い四国の場合には、その揺れで山のほう

では傾斜、地形が急峻、しかも地質が悪い、そう

いった理由により、大きな土砂災害も起きるだろ

うと考えられています。そんなことを私たち四国

の防災に携わっている者としてはしっかり考え、

それに備えが要るだろうということで、本日講演

をお願いをしました。 

石川先生は昭和 50 年、当時旧建設省に入省さ

れ、その後、土木研究所、京都府立の大学を経て、

現在の東京農工大学で教授を務められておりま

す。大規模な土砂災害、河道閉塞ということでよ

くニュースなどでもお聞きになられたことがあ

ろうかと思いますが、そういった土砂災害のスペ

シャリストとしてさまざまな場面で、あるいは今

回の土砂法の改訂等の検討会でもいろいろご尽

力をいただいている先生でございます。 

本日は「大規模土砂災害に対する事前・事後対

策について」ということでご講演いただきます。

よろしくお願いいたします。 

 

■ 基調講演（石川芳治）       

 

石川先生：皆さん、

ただいまご紹介いた

だきました東京農工

大学の石川と申しま

す。本日は盛大な会

議にお招きいただき

ましてありがとうご

ざいます。 

今日は、「大規模土

砂 災 害 に 対 す る 事

前・事後対策について」ということで、主に山津

波ということで、山のほうで起こる土砂災害につ

いて紹介したいと思っております。 

今年の 9 月、紀伊半島のほうで非常に大きな災

害が起こって、土砂ダムとか天然ダムができまし

て、皆さんも多分テレビでごらんになったと思い

ますが、こういった災害は同じ中央構造線という

ことで四国のほうでも起こる可能性がございま

す。また、こういったものが起こった場合、どの

ように対処したらいいかというのをご紹介でき

ればと思っております。 
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内容につきましては、最初に簡単に土砂災害の

一般的な話で、それから深層崩壊という最近話題

になっておりますが、その内容につきまして、そ

れから 2 番目が雨による土砂災害の例と地震に

よるものと、日本ではこの 2 つが大きな土砂災害

の原因になっておりますが、多少それぞれ特徴が

ありますので、それにつきましてご紹介したいと

思っております。あと、その事前対策と事後対策

ということで、事前対策は起こる前の対策という

ことで、事後対策は起こった後、主にこれは二次

災害の対策になりますが、天然ダムを主体としま

してご紹介したいと思っております。 

 

斜面で起こる土砂移動現象にはいろいろある

のですが、最初に分類と、それから土石流、地す

べり、斜面崩壊というのがありますが、それの違

いとか、深層崩壊につきまして紹介したいと思っ

ております。 

 

 

土砂災害の原因になっています、土砂移動現象

とも呼んでいますが、斜面で土砂が移動したとき

にどんなことが起こるかというのを書いてござ

います。 

一番上が斜面崩壊ということで、これは大きく

は表層崩壊と深層崩壊に分けることができます。

次は地すべりになっていまして、次に土石流とい

うことで、一応斜面崩壊は小さいもので、がけ崩

れ、地すべり、土石流と、この 3 つが一般には土

砂災害と呼んでいますが、最近話題になっていま

す深層崩壊では大きな崩壊です。これはこれまで

あまり対策を行ってきておりません。対策につき

ましては後ほど紹介したいと思っております。 

 

一般に土砂災害と呼ばれるものはこの 3 つで、

土石流、地すべり、急傾斜地崩壊については法律

上の名前でして、一般的にはがけ崩れということ

で、土石流は全国で 9 万カ所ぐらい、地すべりが

1 万カ所、急傾斜が 11 万カ所ぐらいございまし

て、人家 5 戸以上が危険渓流ですので、1 戸とか

も含めますと全部で 50 万カ所ぐらいあると言わ

れております。これは正確には全部調査が済んで
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おりませんが、大変たくさんございます。 

 

最初に、地すべりと崩壊というのは同じような

現象なのですが、簡単に違いを紹介します。地す

べりは緩い勾配で一般的には起こると。がけ崩れ

というのは急勾配で起こります。それから、地す

べりというのは基本的にゆっくりと動く、崖のほ

うは早く動いて、突発的に起こるということで、

かなりタイプが違います。ですけれども、実際に

は中間的なものもあって、非常に曖昧といいます

か、難しいものがあります。大雑把に言えば、地

すべりは緩い斜面がゆっくり動くものであって、

崩壊は急な斜面が突然起こって崩壊するという

ことで大体区別がされております。 

 

地すべりは普段動いていますので、特有の地形

を持っていまして、こういった亀裂とか窪地とか

がありますので、ある程度になりますと大体地形

を見ただけで地すべりかどうかというのがわか

るぐらい非常に特有なものになっております。あ

と実際に普段動いていますので、ちゃんと観測す

るとわかります。動きが変わってきますので。 

 

ところが、崩壊というのは普段全く動いており

ません。あと、地形もそんなに変わっていないと

いうことで、なかなか起こるかどうかというのは

わかりにくいということになります。それから、

規模も小さいものから大きなものまでありまし

て、直線的に家を襲いますので非常に被害も多い

ということになります。こちらに小さいものから

大きいものまで並べておりますが、小さいものは

数百とか数千㎥、大きいものになりますと何百万

㎥の土砂ということで、そういったものが一瞬の

うちに落ちてきますので、ほとんど避難は難しい

ということです。 

それから、崩壊の原因として、これに土石流が

下流に来ることもあります。崩壊した後もいろい

ろバリエーションに変化しますので、対策も難し

いということになります。 

 

最近、話題になっています深層崩壊というのは、

あまりこれまでは実は該当がなくて、最近、2 年

ほど前に台湾で大規模な深層崩壊によって 500

名ぐらい亡くなっております。そういうのもあっ

て最近注目されております。深層崩壊というのは
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基本的には表層崩壊と対比になっておりまして、

表層崩壊は浅いすべりで、深層崩壊が深いすべり

ということです。深さで一応分かれているのです

が、多少特徴があるものとしては、表層崩壊はど

こでも起こる可能性があります。これは表層のい

わゆる風化した部分がずれるということで、全国

津々浦々どこでも起こる可能性があるのですが、

深層崩壊というのはかなり特殊な条件が必要に

なっていまして、地質構造と言っておりますが、

こういったところは全国どこでもあるというわ

けではなくて、限られたところにあります。その

1 つが昨年起きました紀伊半島ということにな

りますし、四国地方もこの続きになっております

ので、同じような条件が揃っております。 

深層崩壊につきましては、普段は重力で変形を

しておりますので、ある程度クラックとか、はら

み出しとか、そういった特殊な地形をしている場

合があるということになっております。 

もう 1 つの一番大きな違いは、植生の効果があ

るかどうかということで、表層崩壊のほうは、例

えば樹木の根が張っていると非常に起きにくい

ということになっております。それは根が土砂を

縛っているからということになりますが、深層崩

壊のほうはすべり面に根が達しておりませんの

で、木があっても全く関係なく起こってしまうと

いうことで、最近表層崩壊が少し減っているのは

森林がかなり回復しているからと言われており

ます。深層崩壊につきましては植物の森林があっ

てもなくても基本的には変わらないと考えられ

ております。あと、深層崩壊のほうが比較的大規

模なものが多いというところで、普通のがけ崩れ

とは区分されています。 

 

 

絵にしますと、表層崩壊のほうは根がちょうど

滑るところと基盤とをつないでありますので、非

常に木の効果があると。一方、深層崩壊につきま

しては、かなり深いところ、5ｍとか 10ｍとか

深いところになりますので、木の根というのもほ

とんど効果がないということで、かなりタイプが

違うものになっております。 

 

深層崩壊の分布につきましては、国土交通省の

ほうで最近かなり調査をされておりまして、赤い

点は過去に、ここ 100 年ぐらいの間に起こった

深層崩壊のところを調べた地点なのですが、大体

かなり点在、偏っておりまして、特に紀伊半島と

か、四国地方、それから九州の南部といいますか、

このあたり、中央構造線沿いにかなり多いのと、

それから、中部山岳地帯に多く分布しております。

1 つは標高が高いというのと、それから勾配が急

だということが大きな原因になっております。 
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深層崩壊が起こりやすい場所というのはある

程度限られていますので、特殊な地形といいます

か、標高というのがありまして、こういったク

ラックとか、あるいは斜面の変形というのが詳し

く見ると見ることができます。ただ、なかなか表

面から見ると木があったりしてわかりにくいの

ですが、詳しく調べればかなりわかるということ

になっております。 

あと、非常に同じような崩壊があるところとか、

それから、水が集まりやすいところ。特に雨によ

る深層崩壊につきましては、こういった水の集ま

りやすいところに起こりやすいと言われており

ます。 

 

こちらのほうに今地形で書いてあるのですが、

ちょっと小さくてわかりにくいのですが、国土交

通省の土木研究所のほうではこういった深層崩

壊の推定深度マップということで、どこが起こり

やすいかというのを発表しております。赤い点が

起こったところで、ピンクのところが起きやすい

ところです。反対に青いところは起きにくいとこ

ろになっております。特に紀伊半島から四国、九

州にかけては地質的にも地形的も起こりやすい

場所になっております。 

 

深層崩壊というのは深さで大体決まりますの

で、規模は非常にバラエティに富んでいまして、

小さいものから大きなものまで非常に変化が多

いということで、規模は主に土砂量です。土砂の

体積で測りますが、大体 10 の 10、100 ㎥、こ

れは 1 万ですけれども、100 万億㎥というぐら

いの範囲があります。一般的には 100 万を超え

ると大規模崩壊と言われていまして、このぐらい

になるとなかなか人間の手では止めることがで

きないということになります。中規模の数十万ぐ

らいまでは対策工で何とかお金をかければでき

るということです。そういうことになればかなり

頻繁に工事を行っていけばハード対策で止めら

れるということで、小さなものはハード対策で、

それから大きなものは基本的には人間の力では

止まらないので、ソフト対策で行うというふうに

一応考えております。あと、いろんな特徴的な現

象があるのですが、省略します。 

 

深層崩壊の原因としては、雨と地震という 2 つ
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の原因なのですが、紀伊半島で起こったことは雨

によるものです。これは雨が地中に浸透して、そ

れが地下水になって、その地下水が土砂を浮き上

げるということで浮力を与えて起きるというこ

とですので、雨に伴う深層崩壊につきましては地

下水を抜くというのが有効的になります。地下水

を下げればかなりセーブができるということに

なります。 

地震の場合にはちょっと原因が別で、これは地

震動、振動によって挙動、家が倒れるのと同じよ

うに斜面も横に力を受けて崩れてしまうという

ことになりますので、この場合には地下水だけで

は必ずしもうまくいかないということになりま

す。地下水が影響する場合もありますが、主に振

動によって壊れてくるということで、地盤が振動

に対して強いか弱いかというのも大きな影響を

持っております。 

 

最初に雨による例を紹介させていただきます。

昨年の台風 12 号による紀伊半島の災害ですが、

何といっても雨が非常に多かったということで、

雨が 4、5 日続いたのですが、そのうちの 3 日間

の雨量で 1652 ミリという観測史上初めてとい

う大きな雨。特に長雨に対して深層崩壊が起きや

すいと言われております。短い雨だとなかなか起

きにくくて、かなり地中深くまで浸透する必要が

あるので、長いだらだらした雨が非常に効くんだ

ということで、紀伊半島につきましては非常に大

きな雨が降ったということになっております。 

 

主に和歌山、奈良、三重を中心に被害が出てい

ますが、テレビだと奈良県が非常に頻繁に出てい

ましたが、和歌山県のほうがひどい災害になって

いまして、和歌山県では死者 52 名ということに

なっております。これは深層崩壊によって亡く

なっている方もありますが、表層崩壊も起こって

いますので、土石流によって亡くなっている方も

多いということになります。この 52 名の中には、

洪水によって亡くなっている方もいますので、こ

れも含めて 78 名ですが、その内、土砂災害 43

名ということで、全体の 6 割が土砂災害関係で亡

くなった方になっております。 

 

小さい写真ですが、紀伊半島のところでは 17

カ所、いわゆる土砂ダムといいますか、ここには

河道閉塞と書いていますが、名前はいろいろと呼

び方があって、国土交通省は一般に河道閉塞とい

う名前を使っておりまして、マスコミは土砂ダム

です。砂防関係は天然ダムという、ほとんど同じ

現象なのですが、ときどき名前が、基本的には同

じ名前なのですが、ちょっと捉え方が違うといい

ますか、ということで 17 カ所できているのです
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が、特にそのうち危険性が高かったのが下にある

5 カ所になっております。北股、赤谷、熊野、長

殿、栗平と、これが非常に危険性が高くて、最後

まで避難とか対策を行っておりました。 

 

その 1 つが和歌山県の熊野ですが、これはこの

ように斜面が大きく崩れまして、この谷のほうに

住んでおられた方が亡くなったということにな

ります。天然ダムというのは塞がることによって、

上流側、こちらが上流側、溜まった部分ですけれ

ども、こういったふうに川をせき止めて天然ダム

を作ると。天然ダムが決壊すると下流に土石流と

か洪水が行って危険になるということで、避難と

かをされておりました。 

 

これは和歌山県の田辺市ですが、ここが崩壊し

た土砂が直接人家を襲ったということです。下の

ほうには特に川もなかったので、天然ダムにはな

らなかったのですが、崩壊した土砂が人家を襲い

まして、人家は全壊 5 戸で、死者 5 名というこ

とになっています。こういうふうに直接的に土砂

に埋まってしまうという危険性が高いことにな

ります。 

 

こちらのほうは和歌山県なのですが、那智勝浦

のほうで、どちらかというとこちらは小さな崩壊

で土石流が起こったということで、こういう小さ

な崩壊から土石流が起こって、川を塞いで、それ

が川の周囲に氾濫して、これは結構死者が多くて、

死者 16 名、行方不明者 1 名という。土砂ダムに

隠れてあまり報道されにくかったのですが、被害

としては多分 1 カ所では一番大きな被害という

ことになります。 

 

これは全体ですが、こういった谷に沿って集落

があるのですが、谷がほとんど土砂と洪水で被災

して大きな被害になっております。 
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あとは、特殊な災害、かなり珍しいといいます

か、崩壊したものが河川の反対側の集落を襲った

というのがあります。これは奈良県の五條市です

が、ここが起こったのですが、集落はこちらにあ

りまして、対岸まで乗り上げて、対岸が襲われて

おります。こういった大規模崩壊、深層崩壊が起

こって、そのすぐ下ではなくて、対岸にあった集

落に乗り上げるということで、死者を含めて 11

名という大きな被害になっております。 

 

あと、土石流が川に入って、対岸のところが被

害を受けたという、これも結構特殊なのですが、

そういったものもあります。 

 

あと、地震によるものとしましては、先ほど市

長さんの説明にありました東北地方沿岸地震で

すが、実は意外と大きな被害、土砂被害はなくて、

簡単に紹介しますと、震源のほうは牡鹿半島沖に

ありますが、実際には地震断層は岩手から茨城沖

までつながっておりますので、それに沿って非常

に振動が強い領域があって、崩壊も大体この海岸

近くに沿って起こっております。 

 

とりあえずですが、南部のほうでは特に福島南

部と栃木県に大きな被害があって、土砂災害とし

てはこの被害が一番大きかったと思うのですが、

地震によって崩壊が起こって、それが団地を襲っ

て死者 13 名になったということです。 
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あとは、火山灰地帯の堆積物のところが崩壊し

て、これはその例ですが、崩壊して、下流、下に

ある家を襲って被害が出ております。しかしなが

ら、全体的にあまり大きな崩壊というのは実は少

なかったということになります。こういった小さ

な崩壊というのが起こっています。 

 

地震による崩壊としては、むしろその前の

2008 年に起こった岩手宮城のほうが非常に大

きなものが起こっております。その前に中越地震

が起こっていますが、岩手宮城は地震自体の死者

はあまり多くなかったのですが、土砂災害として

は非常に大きなものがあったというふうになっ

ております。 

 

その中でも特に大きかったのが、荒砥沢地すべ

りということで、長さが 1.3ｋｍという非常に大

きな地すべりです。土砂量が 7000 万㎥という

最近ではないぐらいの大きな崩壊といいますか、

すべりになっております。幸い人家が下になかっ

たということで、死者は起きておりません。 

 

あと、ここでも天然ダムがかなりできておりま

して、今もですが、川のそばの斜面が崩壊して、

川に溜まって、天然ダムになっております。 

ということで、このように水が溜まっています

ので、これについては水を抜くということで水路

を掘っております。こんな形ですね。 
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あと、天然ダムがいくつか出ていますが、対策

としては最終的には水を早く抜いて水位を下げ

るというのが主な対策になります。 

 

対策としては、1 つはハード対策とソフト対策

になりますが、ハード対策というのは施設を作っ

て行う。ソフトは主に警戒避難ということになっ

ております。 

 

 

土石流とかはこういったもので普段からハー

ド対策を進めておりますが、最近こういうスリッ

ト型の堰堤というのがたくさんできております。 

 

ソフトは、特に雨の場合にはある程度予測がで

きますので、雨の様子を見ながら避難をするとい

うことになっております。 

最近、土砂災害防止法というのができまして、

土地利用規制とか、警戒・避難体制の整備という

のがさらに進められております。 

 

この土砂災害防止法では特別警戒区域という

のができていまして、ここでは土地利用規制とい

うのも行われておりますし、それから普通の警戒

区域では警戒避難体制を整備するというものが

行われております。 

 

現在、全国でも進んでおりますが、この 2 つの
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一般的にはレッドゾーンとイエローゾーンと言

われていますが、指定区域の指定が行われており

まして、これによって法律的にいろんな規制とか

整備を進めることができるようになっておりま

す。これは目的が土石流、地すべり、がけ崩れと

いうことで普通の災害についての対策になって

おります。 

 

こういった危険区域というのが作られており

まして、順次指定されているところにつきまして

は公表されております。いろいろ土砂災害に関す

る危険なものがありますので、こういった地図が

公表されております。 

 

あとは、やはり雨が降ったときにどのように逃

げるかということで、いろいろ情報伝達システム

ができておりますが、特に最近できたものでは土

砂災害警戒情報ということで、都道府県と気象台

が連携して、雨が強くなって危険な地域に対して

は危険ですよという情報をインターネットとか

テレビを通じて流すようになっております。それ

を受けて市町村長が最終的に避難勧告とか避難

命令を出すことになります。 

 

これは土砂災害警戒情報の例ですが、基本的に

はオレンジの色とか、それから今後どれぐらい雨

が降るかというのを、これはインターネットで簡

単に見られるのですが、こういった情報が流れる

ようになっております。 

主に基準雨量というのを決めていまして、それ

を今後の雨で超えるかどうかというところで危

険かどうかというのを判定するものになってお

ります。これは赤いほうが危険な領域で、黄色い

ほうが危険性が低い領域ですので、赤くなると危

険だということになります。 

 

最近、大規模な土砂災害に対しましては法律の

一部改正というのがありまして、これまで、先ほ

どの土石流、地すべり、がけ崩れだったのですが、

そういった通常の土砂災害とは別に、天然ダムと

か火山噴火、そういった大きなものにつきまして

は別途の対策が必要ということで、通常の土砂災

害対策については県とか市町村が行うことに

なっておりますが、大規模なものにつきましては

国が直接調査を行うことができるというふうに

改正になっておりまして、今回の紀伊半島の災害
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につきましては国のほうで調査とか対応という

のは行うようになっております。この辺がこう

いった大規模災害に対する最近の変化になって

おります。ただ、最終的な避難命令はやはり市町

村長さんが行うとなっていまして、調査までは国

が行いますが、対応のほうになりますと県とか市

町村が行うというふうになっております。 

 

防災ですが、これはよく言われるところですが、

基本的には自助、共助、公助なのですが、特に大

規模な災害につきましては、職員自体も被災した

り被害を受けるのでなかなか手が回らないとい

うことで、特に大規模になればなるほどこれは自

助とか共助というのが重要になると考えており

ます。 

 

防災的には、住んでいる人が普段から危険区域

ということを知っていると。特に土砂災害につい

ては普段から自分は危険なところに住んでいる

ということを知っていることが重要で、避難命令

が出てもなかなか避難しない方もかなり実際に

はおられるということになります。 

 

特に雨につきましては、急に降るといっても、

それだけの積み重ねがありますので、かなり前か

らわかるようになりますので、いろんな情報が今

流されておりますので、そういったものから危険

を判断して避難をすると。どうしても避難が間に

合わないときには家の 2 階に逃げてもかなり効

果があるので、そういった緊急的な避難というの

も必要かと思っております。 

前兆現象は、大体がけ崩れとか土石流につきま

しては小石が落ちたり、湧き水が出たり、そう

いった現象が報告されております。あと、ゆがみ

が起こったり、斜面が変形してくるということで、

普段から家の周りの様子を見ていて、異常があっ

た場合にはともかく危険なところから遠ざかる

ということが必要かと思っております。こういっ

た前兆現象もありますが、だからといって必ず出

るわけではないので、その辺が問題なのですが、

やはり普段から周辺を気にするということは必

要かと思っております。 

 

あと、大規模な災害に対しては、なかなか山間

地で安全な場所というのがない場所も結構あり
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ますし、避難するには遠いということもあります

ので、こういった場合には身近に避難所があると

いうのが重要だと思います。 

 

ちょっと考えたのは、山間地に行くと結構道路

がトンネルになっておりますので、特に大規模の

深層崩壊につきましてはトンネルの中に一時的

に避難するというのも可能ではないかと考えて

おります。例えばここは今回の被害を受けたとこ

ろですが、こちらの崩壊が起こって、ここにあっ

た集落が被害を受けたのですが、このすぐそばに

かなり立派な 2 車線のトンネルが入っておりま

して、これはかなり深いところを通っていますの

で、しかも高いところを通っていますから、こう

いったところに逃げ込むだけでも一時的な避難

としては活用できるのではないかと思います。も

う 1 つはやはり避難所の整備というのは重要だ

と思うのですが、こういった山間地ですと、ここ

が安全だというところがなかなか捉えにくいと

いうことで、そういった場合には地下に避難所を

作るというのも安全対策上は必要かなと考えて

おります。 

 

あと、津波対策に関連しまして、こういった海

岸近くの山を切って、これは海岸近くの丘ですが、

ここを削って平らにして、そこに病院とかを作り

ました。これは結構有名ですが、宮城県の女川町

の例で、こういったものを急傾斜地の事業でやっ

ておりますので参考にしていただけたら、という

ことです。 

 

これはこういったふうに、崖のままでは住めま

せんが、ある程度切ってしまえば平らな土地がで

きて安全になるということになっております。 

 

あと、天然ダムの概略を書いたのですが、先ほ

ど簡単に紹介したのですが、基本的には起こって

から、ともかく早く発見をして水位を下げると。

そういった対策が必要かと思っております。 

時間がありませんので、ここで終わりにしたい

と思います。 

司会：ありがとうございました。石川先生、本

当に先ほどどうやって津波の対策として女川の

事例については皆さんも東北のほうからのいろ

いろな映像をごらんになられてご存じの方も多

かろうと思います。駐車場とか建物の高さが 16
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四国地方整備局 

企画部部長 

石橋 良啓 

ｍをちょっと超えるぐらいの急傾斜地の対策事

業で作られた広場のところに病院とお年寄り向

けの施設でしたでしょうか。もともと避難をしに

くい人たちが高いところに、そこにいること自身

が避難になるということで計画されていたのが、

実際今回の地震でも効を奏しました。周りの方々

もそこを避難所に使われたということもあった

ようです。 

では交換の前に少し休憩を入れたいと思いま

す。今がちょうど 15 時 55 分ですので、前の時

計で 16 時 10 分から再開したいと思います。そ

れまでにはまたこちらへお戻りいただけたらと

思います。 

（休 憩） 

■ 意見交換             

司会：皆さん、予定の 16 時 10 分となりまし

たので、お席へお戻りいただけますでしょうか。 

先ほど佐々木市長、石川先生から、いわば皆さ

んからご意見、ご質問をいただくためにご講演い

ただきました。ここから意見交換会の進行は整備

局企画部長、石橋が務めさせていただきます。 

石橋部長：四国地

方整備局企画部長の

石橋でございます。

この意見交換のとこ

ろから私が進行を務

めさせていただきま

す。よろしくお願い

いたします。 

四国は、私が言う

までもなくご承知の

とおり自然が非常に

豊かで、美しい風景、美しい都市があるわけです

が、その一方で地形が急峻で、地質が脆弱といっ

たようなことから、雨も降りやすいということで、

風水害などによる自然災害が起こりやすい地域

でございます。 

また、地震ということでいきますと、東南海・

南海地震、あるいは 3 連動、4 連動、さらには 5

連動といったようなことも想定が言われておる

わけでございますが、目の前に迫った脅威として

大地震が迫っている状況でございます。 

そのような中、今日ここにお集まりいただいて

いる皆様方の仕事といたしまして、地域に住んで

いる人たちの安全・安心を確保するためにいろい

ろなハード対策、あるいはソフト対策に取り組ん

でいただいておるところでございます。 

 

また、時間的には 1 時間そこそこになりますけ

れども、意見交換におきましては、先ほどご講演

いただきました佐々木市長様、石川教授様から、

津波、あるいは山津波につきまして、体験談、あ

るいは対応策についてアドバイスをいただき、今

後の四国の地域防災力の向上に役立てていって

いただきたいと思っておりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

意見交換会の流れといたしまして、意見交換は

講演者のお二方に質問いただく形で進めていき

たいと思っております。講演者の方への質問項目

といたしましては、ステージを 2 つに分けたいと

思っております。1 つ目のステージが発災直後の

初動期に関すること、これを最初のステージ 1 と

させていただきます。そしてその後、ステージ 2

といたしましては、事前の備え、あるいは復旧、

復興に関すること、これをステージ 2 として設定

させいただきまして進めていきたいと思います。 

この会議の始まる前に、事前に各市町村長の皆

様方には質問事項についてアンケートさせてい

ただきました。その中から私ども事務局でピック

アップさせていただき、口火を切っていただく首

長さんを指名させていただきたいと思います。そ
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の後、ご参加いただいている皆様方から講演を聞

いて感じたこと、あるいは日ごろから考えている

こと等につきまして、ご質問も含めてご発言いた

だければと思っております。 

なお、大変申し訳ございませんが、多くの方々

からご意見、質問等をいただきたいと思っており

ますので、質問をされる方はできましたら 1 分以

内ぐらいで質問内容をまとめていただければと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

■ ステージ１（発災直後の初動期に関すること）            

では、まずステージ 1 ということで、発災直後

の初動期に関して進めていきたいと思います。ま

ず最初に伊予市の中村市長様からご発言をお願

いいたします。よろしくお願いします。 

伊予市長：トップ

バッターを仰せつか

りました伊予市の市

長でございます。私は

ちょうど松山市に隣

接しております 4 万

の市でございます。い

わゆる伊予灘に面し

たまちでございます

ので、津波は今の想定

では約 90ｃｍとい

うことでございますけれども、3 つの地震が連動

いたしますとＭ9 という話が出ております。そう

いう中で、今日は被災後、10 カ月余りで大変ご

多忙の中を名取市の佐々木市長さん、ご講演いた

だき、ありがとうございました。生々しいお話を

聞かせていただきまして、我々としても心引き締

まる思いでございます。 

先ほどのお話の中で既に出ていたと思います

が、災害発生時に首長として直ちにお取りになっ

た行動について、併せまして、この経験を通して

首長が直ちに取るべき行動についてご教示いた

だければありがたいと思います。よろしくお願い

申し上げます。 

石橋部長：ありがとうございます。災害発生時

に首長として直ちに取った行動、これは恐らくほ

かの首長さんの皆様方も大変聞きたい内容であ

ろうかと思います。上島町様からも同様の質問が

ございました。それではまず佐々木市長様、よろ

しくお願いいたします。 

佐々木市長：震災の

地震の発生当初は私

ども市役所の庁舎の

会議室で会議中であ

りました。大変な揺れ

でございまして、これ

まで経験したことの

ないような揺れ方で

した。我々はかつて宮城県沖地震を経験していた

のですが、あのときの揺れ方とは全く違う揺れ方

で、横にものすごくＧのかかるような、振幅の大

きい揺れでございまして、かなりの被害が出るだ

ろうというような揺れ方でした。 

たまたま庁舎にいたものですから、すぐに災害

対策本部を立ち上げました。そして、幹部を招集

しまして、第 1 回の会議を開きました。15 時

20 分に会議を開いておりますが、それまでの間

にとにかく情報収集に努めて下さい。ということ

で、各担当部署に情報収集のために職員をそれぞ

れの要所に派遣し、情報収集にまず努めました。

その上で、本部会議、15 時 20 分に第 1 回の会

議を開きましたが、そのときに既に大津波警報が

出されておりまして、会議を開く前に避難の指示

を出し、それぞれの部署で避難の誘導、避難の指

示の広報活動に当たるようにということを指示

してございました。 

まだ現実的ではなく、津波があれだけの規模で

来るという切迫もありませんでした。たまたま市

役所の庁舎には非常用の電源があったものです

から、テレビを見ることできておりました。我々

より緯度でいいますと、東寄りの岩手県とかが先

に津波が到来している画像が出てきて、大変な規

模の津波であるということに驚き、とにかく避難
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させようと避難指示の広報に努めたということ

がまず最初の行動でした。 

今回の震災に備えてということであれば、とに

かくこれまで想定していなかった規模の自然災

害があり得るという前提で、やはりマニュアルの

見直をし、臨機応変に対応できるようにスキル

アップしていかなければならないと考えており

ます。簡単ですが以上です。 

石橋部長：ありがとうございました。それでは

同じ質問に対して石川先生のほうからもアドバ

イスがありましたらよろしくお願いいたします。 

石川先生：それで

は私のほうから、私

は首長をやった経験

はありませんので本

当のところはわから

ないのですが、基本

的には土砂災害に対

しては、まずどうし

ても山奥になりますとなかなか情報が集まらな

いと思います。しかも災害が起こった後だと道路

が不通になってしまっている場合がありますの

で、山の両側、あと広いところでできるだけ情報

を集めていただき、特に避難者とか救援者、それ

からもう 1 つは、先ほどお話しました天然ダムと

いいますか、土砂ダムにつきまして、それが起

こっていること。特に豪雨の場合には非常に早い

時間に、1 日ぐらいで決壊する場合も 1／3 ぐら

いあって、今回はたまたま紀伊半島は、そういう

のはなかったのですが、短時間で決壊する場合が

ありますので、天然ダムの場所を、これは地上だ

となかなかわかりにくいので、ヘリコプターを使

うのですが、今は国のほうで調査を行うことに

なっておりますので、おそらく国のほうでやって

いただけると思います。ヘリコプターを使って山

のほうは調査しないとなかなか歩いてとか自動

車ではうまく調査できないと思っています。いず

れにしましても 2 次災害を防ぐという意味で早

急に山のほうの天然ダムとか大規模な崩壊とい

うのを調査していただければと思っております。

以上です。 

石橋部長：ありがとうございました。今は最初

のご質問に対してお答えいただいたところでご

ざいます。 

続きまして、土佐市の板原市長様にお願いした

いと思います。よろしくお願いいたします。 

土佐市長：高知県

土佐市長の板原と申

します。今日は佐々

木市長さんから貴重

なご経験のご教示を

いただきました。本

当にありがとうござ

います。心から感謝

を申し上げたいと思

います。 

私ども土佐市につきましては、高知県の沿岸部

のちょうど中央部でございます。市民の皆さんも

非常に危機感を募らせている状況でございまし

て、非常に参考にさせていただける内容が多々ご

ざいました。その中で、初動期ということで 3 点

ほどご教示賜りたいと思っております。 

初動期といっても 1 時間 5 分中で、どこまで

の部分になるかということですが、職員の方もお

亡くなりになったというお話も伺いまして、限ら

れた職員をどのように初動期に配置することを

心掛けられたかをまず 1 点ご教示賜りたいと思

います。 

そしてまた、初動期といってもその後半になろ

うかと思いますが、避難所対応、あるいは住民の

皆さんのボランティアの協力といった部分で、外

への協力要請もされたのではなかろうかと思い

ます。職員数が限られる中でそういったことも必

要ではなかったろうかと想像いたしますが、その

点をご教示いただきたいと思います。 

最後ですが、こういった想定外の大災害のとき

でございますので、国、県の判断といったものと、

市長として独断で対応され、独自に判断をして対



 34

応されたこと、そういったお話があればご教示賜

りたいと思っております。以上です。 

石橋部長：ありがとうございます。これは佐々

木市長様へのご質問であろうかと思います。職員

の配置、あるいは住民、ボランティア等への協力

要請、また市長様として独断で判断されて対応さ

れた事例等についてのアドバイスをということ

でございます。同様な質問が土佐清水市様からも

あったことをつけ加えておきたいと思います。で

は、佐々木市長、よろしくお願いいたします。 

佐々木市長：職員の配置ですが、これについて

はそれぞれマニュアルの中に避難所対応はどこ

の部署かというような定めがあります。ですから、

それぞれ部ごとにそういった対応を取るように

ということで、部ごとに職員を配置して対応して

まいりました。 

ただ、指定避難所の数と、今回実際に避難して

いる方々が収容されている施設は倍ぐらいの箇

所になるものですから、全部の避難所に職員を配

置して対応することができませんでした。指定避

難所になっているところについてはとりあえず

職員を派遣することができますが、一時避難所的

なところにずっと避難を続けざるを得ないとい

うケースもありまして、全体を把握するのが本当

に難しく、苦労いたしました。 

それと、避難所でのそれぞれの方から出てくる

リクエストに対応できません。初日は毛布がまず

ない。備蓄している分は限られていますので、そ

れをみんな配布してもどうにも間に合わない。で

すから、寒い中で一夜を過ごした方々が多くい

らっしゃいました。 

それから、食料についても、炊き出しができる

準備ができるのは限られた避難所でありまして、

これも普段から防災訓練をやっているところは

公民館などにはみんなそういうセットがあって、

炊き出しすることができましたけれども、設備の

ない避難所では食料もなかなか行き届きません。

ただ、初日から地元にある大型店舗や生協から食

料の支援、飲料水の支援は数多く寄せられました。

ただ、全部に行き届かないというじれったさは最

後まで残ります。とりあえずとにかくできるとこ

ろまでしかできない。数が限られた職員がそれぞ

れ目一杯仕事をするしかないという状況でした。

ですから、行き届かない、後から何でここをやっ

てくれなかったのでしょうか、という文句が山ほ

ど来ますけれども、これはしようがありません。

割り切るしかないということで対応をいたして

おりました。 

それと、ボランティアさんですが、ボランティ

アの皆さんをコントロールすることは、すぐには

できませんでした。これまで私どもの社会福祉協

議会にボランティアセンターを立ち上げてくれ

るようにということで段取り、打ち合わせをして

おりましたが、そのときのお願いは、とにかく看

板だけ出して下さいということでした。職員はう

ちから派遣するから心配しなくていいですよ、と

いう約束でした。けれども、実際に今回の災害に

遭ってみたら、職員を出すどころの話ではありま

せん。どうにも職員数が足りないということで、

その約束を守れずに、とにかく看板を出しても

らった社会福祉協議会に最後まで全部おんぶに

だっこで面倒を見てもらうということになりま

した。 

ただ、ボランティアセンターを数日たって立ち

上げましたが、なかなかノウハウがない。全国で

いろんな災害を経験していたボランティアのベ

テランの方々がおいでになるのですが、そういっ

た方々のノウハウをどうやって活用できるよう

な体制を取れるかということが多分課題になろ

うかと思います。我々、初めての経験なわけです

から、なかなかボランティアのコントロールがで

きませんでした。そういったベテランの方々のア

イデアを生かす工夫ができていればもう少しス

ムーズに行ったのではないかなと思っておりま

す。ボランティアに来たいという方が本当に多勢

いらっしゃいました。ただ、そのマンパワーをな

かなかコントロールしきれない、生かしきれない

で断ってしまっていたというケースが相当あり
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ました。ですから、このマンパワーの生かし方を

ある程度想定した上での訓練を重ね、十分に活用

できるようなればもう少し違った対応ができた

のではないかと思っております。 

それと、市独自の判断で動いたことということ

でございますが、これは山ほどあります。お話し

したら時間がないぐらいです。1 つは瓦礫の対応

です。1 つのまちが壊滅しております。というこ

とは、3000 軒の家の瓦礫が名取の市土に散乱し

ているということです。それを処理するのにどう

すればいいのでしょうか。ある自治体では、瓦礫

撤去については予算がないのでとりあえず何も

できませんとのことです。自衛隊にお願いすると

いう対応をしたところもあります。名取市は発災

当初から、とにかく瓦礫を撤去しないことには次

に進めない。まだ生存者がいる可能性のある時期

でしたので、そういった捜索にも支障がある。予

算のこと、財源のことはともかく、名取市として

発注できるところは全部やろうということで、と

にかく集められる重機を集めて対応いたしまし

た。 

本来であれば、どういった発注をするのか。入

札をするのか。そんなことをやっている暇はござ

いません。それをどうしたかというと、単価契約

です。この業務に関してはいくらという単価で設

定して、これで仕事をやって下さいという発注で

すべて随契で行いました。地元の土木事業者はほ

とんど全部参加していただき、これで間に合わな

いところについては周辺の自治体からみんなか

き集めて、つぎ込みました。 

その初動が早かったものですから、隣の自治体

で重機を集めようと言ったときにはほとんど何

もなかったという、大変周りに迷惑をかけたとい

うこともありました。とにかくできるだけの対応

を取りました。ですから、ほかの自治体の災害現

場に行くと、自衛隊の車両、ダンプ、重機しか動

いていないまちもありましたが、民間の土木事業

者それぞれ集まったところに、あなたのところは

ここの自衛隊の指揮下に入って一緒に作業して

くださいと申し上げて、自衛隊に重機を預けて、

それぞれの部隊ごとに展開をして作業に当たっ

ていただいたということです。自衛隊からは喜ば

れました。それはもちろんそうだと思いました。 

しかし、これらに使う燃料がありませんでした。

今回の震災で沿岸部に東北石油という石油の備

蓄基地がありましたが、ここが壊滅的なダメージ

を受けておりましたし、それからタンクローリー

もほとんど沿岸部に置いてあります。タンクロー

リーだけで 150 台以上流されておりましてデリ

バリーができません。供給基地がない。というこ

とは余裕のあるところから持ってくるしかござ

いません。ところがその輸送ができないという状

況でした。 

おかげさまで東北自動車道、高速道路はあちこ

ちに傷みはありましたけれども、通れることは通

れたという状況でしたので、持ってくる気だった

ら持ってくることはできたはずです。ところがそ

のコントロールができていなかった。我々として

は、とにかく現場を止めるわけにもいかないし、

災害対策要員、命にかかわる人たちが活動できる

ようにということで、油の確保をしなくちゃいけ

なくなりました。それこそ内閣府に電話をし、と

にかく油の確保をしてください。というお願いを

し、石油の元売り業者に直接電話をかけ、油の確

保をお願いし、とにかく集められるだけの油を集

めて、市内のガソリンスタンドはいくつもありま

すが、6 カ所ほど、これは災害対策用の車両だけ

に供給してください。ということでお願いをし、

ここを専属にして油を入れて、そこで重機用の油、

あるいはオペレーターが通うための油、あるいは

緊急に必要な方々のための油ということで供給

できるスタンドを指定して、最初は名取市長の名

前で優先的に油を入れてくださいという証明書

を、私の名刺をつけてハンコを押して発行してい

たのですが、そのうちとてもそんなことでは間に

合わないというので、コピーして印刷しました。

その札を持っていくと、そこのスタンドで給油が

できるというような仕組みを作りました。 
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内閣府では、市長に言われたから油を確保しま

した。持ってきてくれるのですかと申し上げると、

いや、川崎にございますという返答でした。しよ

うがない。ということで、名取にタンクローリー

を持っている会社がございましたので、そこに直

談判して、電話をかけて繋がらず、うちの秘書に

自転車で行ってこいと自転車で行ってもらい、1

台確保して、川崎に行って下さいと。出発しよう

と思いましたら、川崎じゃありません、秋田に

行ってくださいと。秋田に取りに行っていただき

ました。そんな油の確保を市長がやらなければな

らないというような状況でありました。 

もう 1 つ、ここには県警さんはいませんよね。

いたらごめんなさい。マニュアルどおりに仕事を

されます。これはしょうがないですね。法律に基

づいてやっているわけですから。 

まず、遺体がどんどん上がってくるのですが、

普通の検死というと 3 時間ぐらいかかります。そ

れを 45 分ぐらいでやってくださいと申し上げた

のですが、それでも間に合わない。どんどん順番

待ちでご遺体をトラックに積んだままになって

います。とにかくこの検死をもっとスピードを上

げてくださいと。いや、なかなか難しい。それと、

順番待ちしているご遺体は自衛隊の車に積んだ

ままなんです。ですから、これはとても間に合わ

ないから、仮置き場を作って、そちらに運んで、

置かせてくださいと言って場所を確保してそち

らに運びました。そうしたら、県警の担当者が自

衛隊の若い職員を死体遺棄罪で逮捕しますと。勝

手に動かさないで下さい。信じられません。県警

の担当者に来ていただいて、逮捕するなら私を逮

捕して下さい。私が責任者ですからと。ただ、名

取は現場を止めるわけにはいきませんと申しま

した。そうしたら、名取方式がだんだんスタン

ダードになってきました。 

現場でご遺体を発見したら作業をストップし、

県警の担当者を呼んでくださいとなりますと、現

場で確認作業をやって、30 分ぐらいはかかるん

です。その上でご遺体を運んでください、という

ことです。とてもそんな現場を止めることはでき

ません。名取では発見現場の記録をメモに書き、

ご遺体につけて回収して下さい。ということ。こ

れも県警とちょっとトラブルがありましたが、や

がて、やっぱりそのほうが現実的だと、他のまち

も名取方式になりました。そんなことの繰り返し

でした。 

ボーリング場にご遺体を置かせていただいて

おりましたが、民間の施設にご遺体を置いては行

けないとのご指摘がありました。そういうことを

やるのだったら名取には遺体を渡せないとのこ

とでした。では、どこに置けばよいのでしょうか。

公共施設でしょうか。あれだけ広いところが他に

あるわけがございませんでした。あの広いボーリ

ング場がいっぱいになるぐらいご遺体が並びま

した。 

もう 1 つ困ったことは、ご遺体をご遺族に渡せ

ないでおりましたことです。行方不明の方や、遺

体が傷ついて氏名が判明しないという方もいま

す。引き取り手のないご遺体がどんどん溜まって

くる。それを県警では土葬にして下さいとのこと。

土葬にして、仮にご遺族が見つかった時にはそこ

から掘り起こしてお渡し下さい。それはちょっと

できないと申し上げました。もともと日本は土葬

の国でした。そこでずっと先まで埋葬できるので

あれば土葬も考えたでしょう。ただ、仮置きで土

葬というのはいかがなものかと考えました。ＤＮ

Ａのサンプルも取っている、歯型も取っているご

遺体ですから、これは名取でちゃんと火葬して差

し上げたい。火葬して、もしＤＮＡなり歯型でわ

かったら、ご遺族にお骨をお渡ししたいと思いま

した。土葬にいたしません。と申しましたら、名

取にはご遺体は渡せないとの指摘がございまし

た。どこかのジャーナリストの先生が、名取市長

は何を考えているのでしょうか。土葬のどこが悪

いのでしょうか、とおっしゃいました。新聞にも

書かれました。ただ、傷んだご遺体をちゃんと火

葬にして差し上げて、お骨で引き渡して文句を言

われたことは 1 件もございませんでした。傷んだ
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高知県 安芸市長 

松本 憲治 

ご遺体、遺族が見つかったからといって、土葬に

したところから掘り起こして、そのご遺体を遺族

に渡せるかどうかを考えての判断でした。もらっ

た遺族はどんな気持ちで受け取られるのか。そん

なことの繰り返しです。 

全く何もマニュアルに想定していないことが

次々に起こりました。結果的に判断はよかったの

でしょう。 

ただ、いろんなケースがあります。例えば船が

あれだけドッと打ち上がっていました。100 艘

近い船がみんな陸に上げられました。その中でき

れいに痛まずに上がっていた船もありました。た

だ、それが道路を塞いで邪魔になり、それを動か

しましたら、その持ち主から、私の船を勝手に動

かし、しかも壊してしまった。と訴えられていま

す。船が道路を塞いでおり、通行に支障があった

ので移動をしました。その際に壊れてしまったこ

とで、裁判をやっているケースもあります。いろ

んなことがございました。 

石橋部長：ありがとうございます。市の独自の

判断で進められたことにつきまして、まだまだ語

られるべきお話が多々おありになる様で、中には

非常に生々しい話もございました。皆様に大変参

考になったのではないかと、このように思います。 

このステージ 1 におきまして、指名させていた

だく予定の方は以上でございますが、発災直後の

初動期に関することで、他に何かアドバイスをい

ただきたいという方がいらっしゃいましたら挙

手のほど、お願いいた

します。 

安芸市長：高知県の

安芸市長の松本憲治と

申します。先ほど佐々

木市長から、テレビ、

新聞に出ない市長の独

自の判断といいますか、

市長が災害対策本部長

として大変な責任の中

で仕事をされたという

ことを本当に感じ取ることができました。お疲れ

さまでございます。 

被災直後の初動期に関することや少し前の話

も 2 つほど質問させていただきますが、高知県も

南海地震があります。私のところは名取市と同じ

ように海岸段丘地帯でございまして、今発表され

ている津波高が 8.1ｍでございます。海岸線に 9

ｍの防潮堤があるのですが、これは台風防災用の

堤防でございまして、津波が来たら全部やられる

だろうと私個人ではそう判断しております。 

その中で、最初のご質問ですが、3 月 11 日の

大震災の以前に、岩手沖でも 90％以上地震津波、

地震があるという予想がございました。そういう

報道が出ている中で、岩手県、宮城県を連動する、

東北津波、3 月 11 日に起こると予想されていた

ような県、市町村の津波対策会議というようなも

のがあったかどうか。ということがまず 1 点。 

それからもう 1 つは、気象庁が発表しましたと

きに、最初、私どもは会議をしていまして、津波

高が岩手県が 6ｍ、宮城県と福島県は 3ｍと記憶

していますが、先ほど市長がハイテクをあまり信

じては駄目だといわれました。なかには機能しな

いものがあったということもお聞きしました。私

どももあのテレビ報道を見たときに、高知県の市

町村長もあの気象庁の情報を見て、私のところは

何ｍ来る、3ｍ来るな、2ｍぐらいだなとお考え

になったとのことでした。2ｍぐらいだったらこ

の辺は大丈夫だなという判断を私はしたのです

が、その初期行動の中、ハイテクの中で、本当に

大災害、大惨事になったわけでございます。市長

として時間の経過を通して、どのような状況でい

らしたのか、ということをお聞きしたいと思いま

す。 

石橋部長：佐々木市長、お願いします。 

佐々木市長：我々のところにも海岸部に一部海

岸堤防があります。これは海岸浸食が結構ひどい

地域でありまして、それを守るという意味合いも

若干あると思います。高潮対策ということもある

でしょう。ただ、全線つないだ形での海岸堤防と
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いうのは整備されておりませんでした。ですから、

これについて、今度は新たに仙台湾岸、7.2ｍで

全線にわたって海岸堤防を作るということで直

轄事業に取り組んでいただくところですが、この

7.2ｍの海岸堤防が仮に完成しても、今回の津波

が来れば簡単に越波してくるという高さです。減

衰効果にはなるのですが、完全には守れないとい

う状況にございます。 

我々のところでは、宮城県沖地震が 99％来る

という状態で、これについての備えは、心がけと

してはありました。ただ、ここで想定されていた

津波の高さが 0.8ｍです。ですから、この規模で

津波が来るという予想は誰もしていなかったと

いうことです。 

日本海溝、千島海溝、周辺海溝型地震という、

それで特別措置法の対象エリアになっておりま

すが、そこで想定していた規模が今回とは全く比

べものにならない規模であり、今回、我々のまち

でこれだけ多くの犠牲者が出たというのは、以前、

チリ地震津波、これも三陸地方では大変な被害が

出ておりました時も、名取ではほとんど波の姿も

見えませんでした。たまたま名取川の河口にいた

漁船が流されて 2 人亡くなったという記録があ

るだけで、閖上には津波なんて来ないだろう。と

いう思い込みが海で暮らす漁師の方の中に一番

多かった。漁師の方々がまず津波だからといって

も逃げません。ですから、周りの人たちも、津波

なんて来るわけない、その思い込みが今回の悲劇

を大きくした原因でもありました。 

ですから、オオカミ少年になってもいいから、

とにかく津波の警報が出たらとりあえず逃げて

下さいと申し上げています。何もなかったら、よ

かったねといって帰ってくればいいじゃないか

と思います。この癖をつけられるかどうかが、こ

れからの我々にとっての課題です。あまりいい答

えにはなっていませんが。 

安芸市長：もう 1 点だけ。私も被災後、閖上地

区を仙台港からずっと回りました。地形が全く安

芸市とも、それから高知県の南国市さんも海岸地

帯は同じでございまして、まさにこういう津波が

来ることを実感いたしました。この 6 ページに津

波高が 9.1ｍ、仙台空港 14.4ｍとあるのですが、

津波の深さが仙台空港と名取市周辺ではこれぐ

らい違ったということには理由がありますか。 

佐々木市長：これは正確に測定しているもので

はありません。暫定の数値です。津波というのは

みんな一斉に同じ波の高さでドーンと来るもの

ではありません。震源地の場所にもよると思うの

ですが、いろいろな高さの津波が折り重なってく

る。たまたま重なったところで波が高くなります。

たまたまフラットに来たところはそんな高さで

はありません。いろんな動きをしているようであ

ります。これは津波の専門家に聞かないとわから

ないのですが、結果的に場所により、ここまで津

波が来た、という痕跡が残っているということで

す。たまたま折り重なって、そこに集中して波が

高くなったのかもしれません。詳しいことはわか

りませんので、申し訳ありません。 

石橋部長：ありがとうございました。それでは、

まだまだ質問があるかもしれませんが、ステージ

2 のほうに進ませていただき、後で時間がある範

囲でまた全体を通じて質疑応問に移りたいと思

います。 
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愛媛県 八幡浜市長 

大城 一郎 

■ ステージ２（事前の備え・復旧、復興に関す

ること） 

ステージ 2、事前の備えに関すること、あるい

は復旧・復興に関することということで進めたい

と思います。何度もすみません、時間の都合上、

質問は 1 分程度で簡潔にお願いしたいと思いま

す。 

それではまず口火を切っていただきます、八幡

浜市の大城市長様、よろしくお願いいたします。 

八幡浜市：愛媛県

八幡浜市の大城一郎

です。津波対策を検

討する中、今回の本

当に未曾有の大災害

を受けまして、大学

教授、そういった有

識者に尋ねましたら、

なるべく市の機能を

高台に移転して下さ

い、というような考えを言われます。当市などは

四国の西のリアス式海岸に面したところにあり

ます。急峻な地形で、段々畑から降りてきたらす

ぐ海といった形で、平たい土地もありませんし、

移転に適するような土地もありません。漁師町で

ございまして、長年埋め立てによってまちが形成

されてきたということを考えますと、高台に移転

するということは今までやってきたまちづくり

を否定するようなことであり、まして今回の地震

が 1000 年に 1 度の規模ということで、10 年

や 20 年の災害に対するまちづくりではないわけ

です。そういったことをすべて勘案した上、最大

5ｍ、10ｍの津波に対するある程度の減災対策を

したまちづくりを進めていきたいという考えで

ございます。病院の建て替えにつきましても今年

3 月 8 日に新しい海辺のところに建て替えをし

ますという発表をした矢先、2 日後に大震災が起

こりました。現在は病院の建て替えは現在位置で、

という案に変更し、元の病院のあったところに建

て替えるようになりました。 

こういった中、四国といいましても太平洋に面

した所、宇和海に面した所、伊予灘に面した所、

瀬戸内海に面した所、それぞれありますので、ど

ういった形の防災対策、地震への備え、ある程度

減災しながらまちを作ること、そういう 1000

年に 1 度に対する地震対策で、何かいい方法があ

りましたら教えていただきたいと思います。 

石橋部長：佐々木市長、よろしくお願いいたし

ます。 

佐々木市長：これで正解があるのでしたら、私

も逆に聞きたいなと思います。防災対策のまちづ

くりに関して、多分、正解はないのではないかと

思います。日本中、自然災害のリスクのない町と

いうのはないと思います。たまたま名取市の姉妹

都市が和歌山県の新宮市です。発災当初から新宮

の方々にいろんな応援をもらっていました。新宮

の中でうちよりも人口規模が小さい町ですが、義

援金だけで 6000 万円ぐらい、市民の方々がみ

んな募金してくれてお届け下さいました。その新

宮市で名取のことを一生懸命応援していたら、半

年後の 9 月の台風 12 号、孤立集落は出るわ、新

宮市の中で 16 人ぐらいの方がお亡くなりになっ

ている。あの大きな熊野川が氾濫しているという

ことで、どこに災害があるかわからないなという

状態でした。 

これは根本的な問題なので、私ごときがお話し

できるようなレベルの話ではございませんが、日

本中このような自然災害のリスクを背負ってい

るということなので、その自然災害というのは避

けて通れません。とにかく命は落とさないで、命

を守れるようなシステム、町を作ろうと思います。

何かあったら町は建て直すことができます。命を

落とさないで済む町を作ろうと思います。これが

ベースでございます。 

もう 1 つは、日本中どんな災害があるかわかり

ません。リスクを分散すること、これは国でどこ

までやれるか、どのように思うかというのはある

のですが、例えば今回の東日本大震災の復旧事業

にどれだけの公費が必要なのか。大変な額です。
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高知県 佐川町長 

榎並谷 哲夫 

多分これだけの規模で震災がやってくるという

ことはほとんど、それこそ 1000 年に 1 度しか

ないだろうと思います。1000 年分、災害対策費

を国で積み立てをしていく。どこか被災したら、

その資金で建て直しの資金を出してあげる。だか

らとにかく命だけ守って下さい。壊れたまちはそ

の公費で建て直すという仕組みがもしできれば、

どんな災害があってもある程度安心して対応が

できます。もちろん減災対策、防災対策、その努

力はしていかなければいけないのですが、それで

もなお、まちが機能を失ったら建て直す財源を別

途確保していくような仕組みを全国的に作れた

らこんな心配をしなくてもいいんじゃないかな

と思います。ただ、この規模で災害が起きてし

まったらとても財源がもたないということもあ

ります。やはり国家的な規模で防災対策、それか

らまちの復興対策ということを考えていけたら

いいなと思っております。 

石橋部長：ありがとうございました。それでは、

この質問につきましては石川先生のほうからも

アドバイスがございましたらお願いしたいと思

います。 

石川先生：私のほうも正解というわけではない

のですが、津波に対して完全に防ぐというのは、

今回のような大きな津波に対しては、なかなかど

こでもハード的には無理だと思いますので、やは

り命を守るということで、避難所の整備というの

がかなり強化できればと。高台が無理だったら平

地で高いビルを建てるとかすれば当面の避難と

いうのは可能かと思います。 

これまで防災対策というのはどちらかという

とハードかソフトで、ソフトといっても逃げると

いうのが主だったのですが、逃げる場所というは

あまり整備されてこなかったということで、そう

いうこともあってなかなか避難したくないとい

うこともあると思います。ですから、もっと身近

に簡単に避難できて、ある程度居心地もいい避難

所を整備して、頻繁に避難できるような体制とい

うのも必要ではないかと考えております。以上で

す。 

石橋部長：ありがとうございました。それでは、

もう 1 方、佐川町の榎並谷町長様にご発言をお願

いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

佐川町：佐川町の

榎並谷でございます。

佐々木市長、そして

石川先生には貴重な

ご意見を賜りました。

特に市長におかれま

しては大きな被害を

受けられました。本

当にご苦労があった

と思います。これか

らもご活躍だと思い

ます。被災された皆さんに本当に心からお見舞い

を申し上げます。 

そんな中で今、議論がございました通り、津波

で大きな被害を受けました。私どもも東南海・南

海、大きな災害が予想されるということで、毎日

のようにテレビ、ラジオで用心しろということが

流れております。 

私たち、佐川町というのは高知から西へ 28ｋ

ｍ、約 1 時間でございまして、中山間、いわゆる

山間地でございます。その山裾に集落が点在する

という典型的なまちでございまして、津波は来ま

せん。来ませんということで、安心はできないわ

けでございまして、今日は石川先生から土砂災害

の話をいただきました。 

南海地震、1946 年にございまして、そのとき

私は 10 歳ぐらいでした。そのとき地震の経験が

ございます。怖さはずいぶんと記憶していますけ

れども、ただ私たちのまちには災害がなかったわ

けでございます。その後 65 年を経過して、私ど

ものまちもわずか 100ｋ㎡の中で山林が 70％、

その 7 割が人工林です。これはご案内のように現

在若干荒れてございまして、そうしたことで人口

の高齢化とともに、地球も高齢化が進んでいるの

ではないかということで、今度の南海地震では
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1946 年の南海地震以上に、4 倍とか 5 倍とか

言われておりまして、私はそのときに山津波を大

変心配をしてございます。この地震が起こる前か

らどういう方向でどうしたらいいかというのは

なかなか案が出ません。海の津波は、申し訳ない

のですが、地震があって避難する時間が 5 分なり、

あるいは 1 時間なりあると思いますので、地震が

起きたときにさあ逃げろということができます

が、山津波は多分先ほどの石川先生がおっしゃら

れたように一瞬です。そのあたりを行政として、

ハード面はいろいろ対応策がございますが、ソフ

ト面でどのような対応をしていったらいいか悩

みの種でございます。今日の機会に発言させてい

ただきました。皆さんの悩みに比べたら非常に小

そうございますが、私たちは私たちの悩みがござ

いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

石橋部長：ありがとうございました。これは山

津波でということでございますので、石川先生の

ほうからよろしくお願いいたします。 

石川先生：山津波ですが、特に地震の場合、本

当に一瞬で起きてしまいますし、うまく予知がで

きればそれに対応して避難ができると思うので

すが、なかなか完全に予知ができるかというのも

現状では難しいところもあるかなと思っており

ます。 

1 つは、まず集落のある山が危険かどうかとい

うのを事前に調べておく。現在、深層崩壊につい

てはかなり研究も進んでいますので、特定の場所

については調査を行えば危険性というのはかな

り判断できるのではないかと思っております。 

それから、先ほど言いましたように、ある程度

対策も、規模にもよりますけれども、そんなに大

きな斜面でなければ、それなりにハード対策で防

ぐこともできると思いますし、それができない場

合にはソフトですね。避難、移転というのもある

と思うのですが、そういった対応が必要だと思っ

ております。 

あと、深層崩壊につきましては、直撃で壊れる

場合と、天然ダムになって、天然ダムができたこ

とによって上流が水没して、下流が決壊とともに

流されるという 2 つのタイプがあります。直撃災

害については一旦受けてしまうと時間も一瞬で

すので無理なのですが、天然ダムにつきましては、

特に地震の場合には満水して越流するまで時間

がありますので、これまでの中越とか、岩手県と

か、今回の紀伊半島でかなり天然ダム対策の方法

が進歩してきまして、対策を比較的迅速にできる

ようになりましたので、天然ダムにつきましては

特に地震の場合には時間的な余裕もかなりある

のではないかと考えております。直撃については

事前に危険区域を調査して、ある程度対策をする

か、本当は予知ができれば一番いいのですが、避

難するとか、そういった対応が必要です。 

いずれにしましても住んでいるところが危険

かどうかについても本当は調べなくてはいけな

いかなと思います。今やっています土砂災害危険

区域調査は深層崩壊については対象になってお

りませんので、そういったところはまだうまく

行っていないのですが、深層崩壊についても危険

区域調査が必要かと思っております。 

石橋部長：ありがとうございました。これにつ

きましては佐々木市長様のほうから何かござい

ますか。よろしいですか。 

ステージ 2 で事前にご指名さていただく予定

のお二人にお話しいただきました。この後、時間

の許す範囲でそのほかの皆様方からもご発言い

ただきたいと思います。この時間になってまいり

ましたので、ステージ 1、2 に関わらず、ご質問

等、あるいはご意見ということでも結構でござい

ます。何かございましたら挙手の上、よろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 



 42

香川県 丸亀市長 

新井 哲二 

丸亀市長：丸亀市

でございます。2 点

ほど、教えてほしい

のですが、1 点目は

瀬戸内の場合は工業

地帯がたくさんござ

います。ほとんどが

埋め立て地というこ

とで、一番怖いのが

液状化現象ではない

かなと思います。そ

の液状化現象で一番気をつけなければいけない

点を 1 つ手ほどきいただければありがたいなと

思います。 

それから、讃岐地方はため池が非常に多うござ

います。海からの津波は、そう大きいのは、これ

も大きいのが来ないと言うと怒られますが、まあ

まあ大丈夫かなという気はいたしますが、何しろ

ため池が非常に多うございます。10 万トン以上

貯めている池が相当数ございます。そういうこと

で、ため池のハザードマップを作ろうということ

で頑張っておりますけれども、なかなかこれも前

へ向いて進まないというのが実情でございます。

東北地方でも 1 カ所、ため池が決壊して犠牲者が

出たという報道がなされましたが、ここらあたり、

石川先生の分野になろうかと思いますが、1 つ何

かいい考えがあれば教えていただければありが

たいと思います。よろしくお願いします。 

石橋部長：石川先生、よろしいですか。 

石川先生：私は液状化の専門家ではないのです

が、基本的には原理は大体わかっていまして、特

定の粒度、要するに細かな粒径の溜まっていると

ころで、緩いところ、それから飽和しているとこ

ろということで、そういうところが液状化しやす

いと。特に埋め立てたところはもともと緩いので

液状化が、今回、関東地方の内陸部で、しかも新

しく作った住宅地が液状化して被害を受けてい

ます。家が傾くというのもあるのですが、一番怖

いのはライフラインですね。下水道とか水道管、

そういったものが浮いてしまって壊れてしまう

と。そうすると、全部土の中入っていますので、

掘って直すというのは非常に時間がかかるとい

うことで、特にライフラインに対する被害という

のは非常に長期間にわたって困る。それから地盤

沈下もありますし。また、個々に住宅で対策する

のもお金がかかります。これはある程度土質調査

をすれば危険区域というのはかなりの正確さで

わかりますので。ただ、わかっても対策をどうす

るかというのは何ともちょっと問題はあるので

すが。 

それから、ため池につきましては、これも正確

には農林水産省の事業だと思いますが、今回、白

河市でため池が決壊して、下流の人家を襲って、

何名か亡くなられています。これは地元では最初

からある程度危険だと言われていたらしいとい

うことで、漏水とか、そういった前兆現象みたい

なものがあったと思いますので、これは事前に調

査をすれば危険性というのはわかります。あとは

お金をかければ対策もできると思います。ただ、

どこまでそれができるかというのは予算の関係

もあると思うのですが。 

いずれにしましても、液状化にしろ、ため池に

しろ、事前に調査をして、対策を、液状化のほう

は広すぎてできない場合もあると思いますが、た

め池の場合は個々に決まっていますので、それな

りに対策はできると思います。いずれにしても事

前の調査が必要かなと考えております。 

石橋部長：ありがとうございました。中土佐町

長さん。 
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高知県 中土佐町長 

池田 洋光 

中土佐町長：高知

県の中土佐町長の池

田 で ご ざ い ま す 。

佐々木市長にお伺い

したいのですが、ス

カイビレッジはすご

い構想だと思います。

それから、漁師は海

を生業としておりま

すので、海辺にしか

住めないと思うんで

すね。そこでスカイビレッジの先にある港と一体

となった新しいモデルのまち、これは漁師の意識

調査をされたかどうかということが 1 点です。 

それから、予算規模と財源内訳、また入居者の

選考をどのようにされるご予定なのか、今わかっ

ている範囲内でご教示いただきたいと思います。 

佐々木市長：先ほどの船型線形の細長いまちの

先端部分、舳先の部分を担うスカイビレッジとい

う高さ 20ｍの合同建築、これについてはまだ夢

の物語の夢であります。プランだけがあるという

ことで、漁師の人たちもこれはできたらいいなと

いう程度のまだ夢です。ただ、水産庁の漁港整備

部長さんにご示唆をいただきたいということで

話しましたら、面白いとおっしゃっていただきま

した。何が面白いかといったら、これまでそう

いったオープンの港はあったけれども、その内側

の漁港というのは日本には全くなかったとのこ

とでした。 

もう 1 つ面白いことは、これからの漁業、ヨー

ロッパに仮に輸出しようと思ったときに、今の漁

港ではＨＡＣＣＰ対応にならないということで

す。海鳥が飛び交って、糞を落としたい放題落と

しているところに魚を揚げて、それをどんなに加

工したところでヨーロッパに持っていったらは

ねられるよというのです。それを内側の囲った中

に漁港があったとすれば、そこから全くこれまで

と違った発想の漁業展開ができる、面白いという

お墨つきはもらっているのですが、まだ財源につ

いても実現の可能性についても全くこれからの

課題であります。 

ちなみにどのぐらいの予算がかかるかという

と、広さが 9 万㎡の 3 層構造のスカイビレッジ、

概算で 350 億円です。誰がお金を出すのですか、

ということですが、奇特な方が出てくることを

祈っているのですが、無理な話でございます。 

仮に実現したとしたら、多分世界中の港町のモ

デルになる可能性もでてきます。話題も作れる、

注目もされる。そういったことで、企業としても

面白いねという興味を持っていただいていると

ころは何社か出てきております。到底できないだ

ろう絵空事のようなプランを何とか実現したい

と思って、これから頑張っていこうと思っており

ます。よろしいでしょうか。 

石橋部長：ありがとうございました。大変申し

訳ございません。皆様まだまだいろんなご質問が

あろうかと思いますが、そろそろお時間が迫って

まいりました。この後、5 時半から、また事務局

がご案内しますが、懇親会を用意してございます。

お時間のある方はそちらのほうにご参加いただ

きまして、その場でもまた講師の先生方にご質問

いただければと思います。 

そういうことで、ここでの意見交換はこのあた

りで終わりたいと思います。佐々木市長様、石川

教授様、本当に貴重なアドバイスをありがとうご

ざいました。 

本日は市町村長様の皆様と併せまして、国、県

の防災関係機関の皆様方にもご出席していただ

いておりますが、今後も引き続き各機関、連携を

強化して、四国全体の防災力を向上させていきた

いと、このように考えておりますので、どうぞご

協力いただきますようお願い申し上げまして意

見交換を終わらせていただきたいと思います。ど

うもありがとうございました。 

司会：長時間にわたりまして熱のこもった意見

交換、また本当に時間のない中で 7 名の方からご

質問、ご意見をいただきました。それではいまい

ちど佐々木市長、石川先生に拍手をもってお礼を
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申し上げたいと思います。ありがとうございまし

た。 

本日はどうもありがとうございました。 

以上 

 




